


























































第ーには 2層印刷回路基板の計算機援用設計手法の問題を取り上げている o 2層印刷回路基板上
の配線問題に関しては 従来から多くの手法が提案されている O 本文では，これら各手法を比較考察
することにより，それらのうちの迷路法の有用性に言及し，更に， C.Y.Lee， J.M.Geyer， F.Rubin 
らが提案した迷路法の欠点を指摘して，それらを補う効率的なアルゴリズムを提案している O 又，一
般に自動配線システムを構成する際の方針を明らかにし これに基づいて自動配線プログラムを作製




義である O 本文では，これについて効率的なアルゴリズムを提案している O 本文の結果は，多層印刷
回路基板の基本的な計算機援用設計手法の一つであるということができ，実用上重要な意義がある O
第三には，グラフの平面化に関する問題を取り上げている O グラフの平面性判定と，平面グラフで
ある場合の平面描画に対する効率的なアルゴリズムは， J. Hopcraft， R. Tarjan らによって提案され
るが，非平面グラフから最小個数の枝を開放除去して平面グラフにする問題に関しては，効率的な手
法が見い出されていな ~)o これに対し本文では，与えられたグラフから極小個数の枝を開放除去して
平面グラフ化し，これを平面描画する効率的でかつ実用に耐え得るアルゴリズムを提案している O 得
られた結果は，グラフ理論の問題としても興味深く，その応用は，一層印刷回路基板や集積回路の設
計等広範囲にわたっている O
以上のように，本論文は印刷回路基板の計算機設計手法に関する基本的かっ実際的問題についてか
なりの研究成果をあげており，電子工学および情報工学に寄与するところが大である O よって博士論
文として価値あるものと認める O
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